
教え方のKPI記録シート
週間記録 ／ 教えたことが、本人の作業につながっているかを確認する

現場名： 指導者：

記録期間：　　　　年　　　月　　　日 ～　　　　月　　　日

1　教える作業と、できたと判断する基準を決める

教わる本人の名前：

教える作業：

できたと判断する基準：

例：ケーブルの行先表示 ／ 図面と一致し、決めた位置に読みやすく表示できる

2　終業時に記録する

プロセスKPI：教えたあと、本人に実際に作業してもらい、確認できた回数

結果KPI：決めた基準で自分で作業できた回数

日付 本人に作業してもらい
確認できた回数

そのうち、基準どおり
自分でできた回数

できたこと・つまずいたこと

／ 回 回

／ 回 回

／ 回 回

／ 回 回

／ 回 回

／ 回 回

／ 回 回

合計 回 回

※ 一連の作業を1回として記録。実作業で確認したうち、自分でできた回数を右欄へ。
※ 「自分でできた」＝途中の助言・手助けなしで基準を満たした。実施なしは「0」、休日は「休」。

3　気づきと、次に教え方を見直すこと

人を責めるためではなく、本人の成長や、教え方・確認方法の見直しに使います。



